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我々は、広波長域にて偏光無依存で、1 ps以下の超高速応答速度を持つ 2光子吸収型全光スイッチの実

現に向けて研究を行っている。任意の偏光状態における 2光子吸収係数 βは、3次の非線形感受率テンソル

χ(3) で表すことができ [1]、これまでに 1光束にて βの楕円偏光状態に対する依存性から評価した χ(3) の虚

部を報告してきた [2]。しかし、従来の測定方法では、集光位置に対して試料位置 (z)を固定して測定を行っ

ていたため、試料位置に 5µm程度の設置誤差があると、βの評価に 10%程度の誤差が生じる問題があった。

そこで本研究では、βの測定精度を上げるために、試料位置を固定する必要がない Z-scan法 [3]と組み合わ

せた。その結果、χ(3) の測定精度が従来の測定結果 [2]から 1桁程度向上したので報告する。

測定試料は、InP(001)基板の (001)面を使用した。この試料に、[110]方向に直線偏光させた波長可変フェ

ムト秒レーザ光 (波長:1640, 1700, 1800 nm,パルス幅:195 fs)を、対物レンズ ( f = 10 mm)にて約 5 µmφに

集光し垂直に入射した。偏光状態は、λ/4位相板を回転することで制御した。λ/4位相板の光学軸と [110]

方向とのなす角 θを 0◦ − 180◦ の範囲で変化させ、βを測定した。その際、試料を集光点付近で光伝搬方向

(z)に走査し、そのときの透過光強度をロックイン検出した。得られた透過率の z依存性の結果を、我々の導

出したレーザ光の時空間分布を考慮した 2光子吸収量の表式 [2]にて解析し、βを求めた。βの偏光状態依

存性の測定結果を、InPの結晶構造の対称性を考慮して、3つの独立な χ(3)の成分で表した式 [1]にてフィッ

ティングすることにより、χ(3) の虚部の各成分を求めた。

Fig. 1に、βの偏光依存性の測定結果と我々のモデル式によるフィッティングカーブを示す。βの楕円偏

光状態依存性は、χ(3) を用いた表式でよくフィッティングできている。Fig. 2に、フィッティングから得ら

れた各波長における χ(3) の独立な 3成分の値を示す。χ(3) のフィッティング誤差は、従来の測定結果 [2]と

比べて 1桁程度小さくなっており、より精密に χ(3) を求めることができた。
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図 1: Elliptical polarization dependence of β

on InP(001).
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図 2: Estimated values of imaginary part of χ(3) in InP.
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